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１．調査範囲
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調査装置

：アクセスルート（反時計周りルート）

：アクセスルート（時計周りルート）

目的：１号機について，X-100Bペネより調査装置を投入し，『PCV内
の1階グレーチング上』の情報取得を目的とした調査を実施する。

時計周りルート

反時計周りルート



２．アクセスルート（実績）
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主な落下物
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計画したアクセスルートの一部に落下物があり，ルートを変更し調
査を実施した。
Ｂ１４～Ｂ１５間で調査装置がスタックした。
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３．調査結果
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No. 調査部位 調査結果

①
地下階アク
セス開口部

・次回Ｂ２※調査で地下階にアクセス可能な開

口があり，周囲に干渉物がないことを確認。

②
ＣＲＤ

レール

・ＣＲＤレール未到達。

・最終到達地点からＣＲＤレール方向のカメラ

撮影を実施し画像処理にて評価中。

③
アクセス

ルート上

・既設設備（ＨＶＨ, ＰＬＲ配管, ペデスタル壁

面など）の大きな損傷は確認されなかった。

・各調査ポイントで温度，線量情報を取得。

今回の調査項目①～③について以下の情報を取得できた。

※ Ｂ２調査：ペデスタル外地下階調査
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B４

装置投入可能な箇所
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次回Ｂ２調査で地下階にアクセス可能な開口があ
り，周囲に大きな干渉物がないことを確認。
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・ＰＬＲ配管（保温）に大きな損傷がないことを確認。

・配管遮へい体が落下していることを確認。

PLR配管

B7

４-2．映像トピックス（ＰＬＲ配管）
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４-３．映像トピックス（機器ハッチ，ペデスタル外側壁面）

ペデスタル外側壁面の外観状況

ペデスタル外側壁面

ペデスタル外側壁面に大きな損傷がないことを
確認。

B３
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機器ハッチの外観状況

機器ハッチに大きな損傷がないことを確認。
B2



４-４．映像トピックス（ＨＶＨ（Ｄ））

ＨＶＨ（下部中央） ＨＶＨ（下部端部）
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ＨＶＨ（Ｄ）に大きな損傷がないことを確認。
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5 . 調査結果（温度・線量率）

線量率
（Sv/h）

温度
（℃）

Ｂ３ 7.4 17.8

Ｂ４ 7.5 19.2

Ｂ５ 8.7 19.4

Ｂ７ 7.4 19.5

Ｂ11 9.7 19.2

Ｂ14 7.0 20.2

以下のポイントで温度・線量率の測定を実施した。
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６ . 調査装置のスタック

計画したアクセスルートの中で，もっとも狭隘なＢ１４～１５間アクセスル
ートに落下物が確認された。
手順に従い，落下物を回避するルートを選択し調査を継続。

その後，狭隘箇所でスタックしたが，そこからＣＲＤレール方向の映像を
取得 (画像処理評価中)。

調査実績ルート
当初計画ルート

スタック位置

B15,

既設配管
B14,

落下物

★

推定原因と対策

既設配管とグレーチング継ぎ目段
差などと干渉し，走行できない状態
になっていると推定。

対策検討中。
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１.反時計周りの調査

２.時計周りの調査

７. 予定スケジュール
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回収検討

時計周り調査の実施時期
は検討中

調査

今回得られた線量率は，１０Sv/h以下であった。
『時計周りの調査』でも同様の線量率の場合，今回の調査カメラは
２～３日間，耐放射性に問題なく使用できる知見が得られた。

『時計周りの調査』については，知見を踏まえ計画を見直し中。



参考. モックアップ模擬体
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スタックした位置



参考. モックアップ模擬体
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スタックした位置

ＣＲＤレール


